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ＤＤＴ摂取ラットにおける脂質代謝の変動に対する食餌ミオイノシトールお

よびフィチン酸の影響

○岡崎 由佳子，片山徹之（広島大 ）

目的）環境汚染物質をラットに摂取させると肝臓や血清脂質を増加させるなどの栄養学的

にも注目すべき現象が知られている。著者らは，食餌ミオイノシトールがＤＤＴ摂取ラッ

トにおける肝臓脂質の増加を抑制することを明らかとした。本研究では,   DDT 摂取ラッ
トにおけるミオイノシトールの肝臓脂質抑制の機構について検討した。また，ミオイノシ

トールのリン酸化誘導体であるフィチン酸の効果についても検討を加えた。

方法）実験動物としてウイスター系雄ラット初体重約9  0 g   （各群６匹）を用いた。基本

食は，炭水化物中のショ糖量を多くしたほかは,  A  I N －9  3 の組成に従った。ＤＤＴは，

0.1%をショ糖に置き換えて添加した。ミオイノシトールおよびフィチン酸添加食群には，

等モルとなるように，ミオイノシトール0.2% とフィチン酸ナトリウム1.02% をショ糖に置
き換えて添加した。1  2 日間飼育し，飼育最終日の朝８時に餌を抜き取り,  1時から３時

の間に心臓採血で屠殺した。肝臓を0.14M KCl でホモゲナイズし，超遠心機で細胞質を分

画し，脂肪酸関連酵素活性を測定した。肝臓および血清の脂質含量も合わせて測定した。

結果）ＤＤＴ摂取により肝臓の重量，脂質含量および脂肪酸合成関連酵素活性ならびに血
清コレステロールとリン脂質が顕著に増加した。食餌ミオイノシトールおよびフィチン酸

は,   DDT 摂取による肝臓総脂質，中性脂肪，コレステロールおよび脂肪酸合成関連酵素

活性を有意に抑制した。以上より,   DDT 摂取ラットにおけるミオイノシトールの肝臓脂

質増加抑制は，脂質合成の抑制をとおして発揮されており,   DDT 摂取時に食餌からのミ
オイノシトールやフィチン酸の供給が重要となるのではないかと推定した。
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目的　 我が国の伝統食品の一つであるヒジキは食物繊維、カルシウム、鉄を豊富

に含有しており栄養学的に注目されている。また、ヒジキにはヒ素が含まれており、

リンの含有量が他の海藻類にくらべて少ない。さきに我々はヒジキ食で飼育したラッ

トにおけるヒ素の挙動について報告してきた。今回はヒジキ食が肥満の予防に効果が

あるのかどうかについて検討した。

方法　SD 系ラット12 匹をヒジキ食群と対照群に分けて２週間飼育した。ヒジキ

食群は飼料中にヒジキを5 ％レベル、対照群はセルロースを5 ％ レベルとした。

20 時間絶食したのち、採血して血 清を分離し、ト リグリセライド 、総コレステロー

ル、HDL- コレステロールの各濃度を徊淀した。さらに、肝臓中の脂質量を測定した。

また、諸臓器（心臓、肺臓、肝臓、腎臓、副腎、肺臓、胃。小腸、大腸、脂肪組織）

の重量を測定した。

結果　 対照群にくらべるとヒジキ食群の体重増加が有意に少なく、脂肪組織の重

量は少なかった。その他の臓器重量には両群の間で差がみられなかった。血清中のト

リグリセライドおよび総コレステロールの濃度も両群の間で差がみられなかったが、

ヒジキ食群のHDL- コレステロール濃度は高かった。また、肝臓中の脂質およびコレ

ステロール量がヒジキ食群において有意に低かった。

150


